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付、 中国 出土 ビザ ンチ ン金貨表
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は じめに

敬愛す る先輩、 岡崎敬 氏が亡 くな られて、はや13回 忌が過 ぎた。考古学 を専攻 して大

学 を卒業 したものの、学芸員の道 を選んだために研 究進路 に迷 った筆者 を、励 まし続け

て頂 いた厚恩は片時 も忘 れたこ とはない。 その後、1990年 、北京の中国歴 史博物館 で独
1)

孤信の墓誌 を実見 し、帰国後、資料 を再検討 して小論 を発表 出来たの も、先 に岡崎敬氏
2)

の名論考 の一つ、「階趙 国公独孤羅 の墓誌銘 の考証」があったればこそなのであ る。

昨(2002年)夏 の西安旅行 のお りに、陳西歴史博物館において、再 び独孤信 に関す る

遺品 を実見す るこ とが出来 た。独孤信石炭製 多面体 印が それである。 以下に紹介す るよ

うに、 出土の状況か らして、はた して本物 か どうか疑 わ しい ところがあるが、 ともか く、

独孤信 とその一族に再 び取 り組 む きっかけ とし、その後に発表があ った独孤信 の後喬た

ちの ことと併せ て取 り上 げてみたい。

岡崎敬 氏が独孤信 と独孤羅 に取 り組 んだのに は、独孤 羅墓か ら出土 した ビザ ンチ ン

(東[7-一一一マ)金 貨への関心が大 き く作用 してい る。今 回紹介す る独孤信 の後喬 に も、 ビ

ザ ンチ ン金貨 を出土 したものが あった。筆者の力量 とはかけ離れた問題ではあるが、折

角の機会 であるか ら近年出土の ビザ ンチン金貨の集成 を行 ない、拙 い紹介 を試み ようと

思 う。先学 の叱正 を御願いす るところである。

一、独孤信の石炭製多面体印

本稿に取 り組む きっかけ となったのは、先述の通 り、昨夏の西安旅行の際、陳西歴史

博物館 において独孤信 の石炭製 多面体 印 を実見 で きたこ とか らで あ る(写 真 一1、 参

照)。 この印につ いてはす でに 『文博』に報告が出 されて いるので、先ず それか ら紹介
3)

しよ う。

印は 高 さ4.5糎 、 幅4.35糎 、重 さ75.7瓦 。石 炭 を入 稜 多面体 の サ イ コロ状 に成 型 して、
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正方形部分 を十六面、三角形部分 を入面、併せ て二十四面体 に形造 る。鉦 はない。印面

はその うち一辺、各2糎 の正方形部分 を使用す るが、実際に彫 られた印面は十 四面で、

二面は印文 がない。印文 は実見 と写真か ら 「臣信上表」「臣信 上章」 「臣信 啓事」「大 司

馬印」「信啓事 」「令 」「密」 の七面 を確かめ ることが出来 たが、報告にあ る 「臣信上疏」

「大都督印」 「刺史之印」「柱 国之印」「独孤信 白書」「信 白箋」「耶勅」の七面は確かめ る

ことが出来 なか った。印文 であるか ら勿論反字 の陰刻楷書 で彫 られ てい る。報告掲載の

写真が正対の文字 になっているのは、捺印 して貼 り合 わせ、撮影 したもの と思われ る。
4)

この印にある独孤信 とは 『周書』、 『北史』に伝が ある北朝の武将 であ る。 その生涯は

先 の岡崎氏の論考 や、その験尾に付 した筆者の論考 に詳 しいの で、 ここでは簡略に述べ

るに とどめてお きたい。
5)

独孤信 の本名 は如願。北魏の武川鎮 軍閥集団 を率 い、東魏 の高歓 に対抗 して西魏 の

実質的な支配者 であった宇文泰の信頼厚い武将の一 人 として活躍 し、西魏の八柱国の一

人 となった。名前 の"信"は 朧右十州大都督、秦州刺 史 として今 日の寧夏六盤山以西、

甘粛の黄 河辺 までの統治 にあた り、「数年之 中、公私 富実、流民願 附者数万家」の成績

をあげ、宇文泰 よ り 「以2其 信,著,遽 迩 、、故賜。名為.信 。」 として大統六年(540)に 与

え られたものである。大統十四年 には柱 国大将 軍 を拝 し、 さらに大 司馬に任 じられたの

は大統十六年(550)で ある。報告 された多面体 印に`信'、`柱 国'、`大司馬'が 揃 ってあ

るのは、大統 十六年か ら、宇文護 の暗殺陰謀 に連座 して自殺 に追 い込 まれ た北周建 国の

元年(557)ま での僅か七年間 となる。

この印の材質は石炭であ る。石炭 を印章に使 った例 として思い出すのは、早 く史樹青

氏によって報告 された、1958年 、新彊 ウイグル 自治区民豊県採集 の 「司禾府印」位 であ
6)

ろうか、報告者 は恐 ら くニヤ遺跡の出土品であろ うとしている。石炭 を削って橋鉦 の付

いた青銅製印章の形状 とした ものであ る。新石器時代 以来 の石炭製 品を集めた祁守華氏
の

によると、装 身のための飾珠に使 われた例 はかな りあるが、 印のようなか な りの大 きさ

の器物 にされた例 は、他 に甘粛省C関 魏晋墓群 のや は り石炭製の印章 として表の20に
8)

あげ られてい るが、未報告 であ るため、詳細不明である。
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しか しなが ら、 この印には未だ絶対 の信頼 を置 くことは出来ない。其 の理由はこの印

が独孤信 の墓か らではな く、 同 じく陳西省であ るとはいえ、関中か ら南へ秦嶺 山脈 を越

えた漢水流域の旬陽県か らの出土だか らである。 さらに、出土地点が近年、洪水 で破壊

された明代 の察院行署 ・布政分 司行署 ・按察分 司行署 ・漢中府行署 ・旬陽県署遺跡か ら

なのである。

独孤信の墓 につ いては、未だ正式の報告 はなされていない。 しか し、 その墓 が独孤 氏

のlk/地である滑河北岸の威陽原に営 まれた ことは間違 いない。この印が墓 中にあった と

す るな らば、盗掘 の際に持 ち出された ものか、 あるいは、 この印が正 式の身分 をあらわ

す官印ではない ところか ら、 自殺 を迫 られた騒然 たる中での埋葬 には伴われず、他 の場

所 に伝世 した ものか もしれない。 いずれに して も、 この印については、そのよ うに絶対

の信 を置 くまでには至 らないなが ら、再 び独孤信 とその一族の、その後の展開 を追 うき

っかけに したい。

二、独孤羅 と妻賀若氏墓

独孤羅は独孤信の庶長子 であるが、父の独孤信 が宇文泰 を慕 って鄭 を捨て長安へ出奔

した時、 その母 と共に、生れて間 もな く置 き去 りに された ものである。北斉 滅亡の後、

定州総官 を務めた楊堅 と腹違 いの妹独孤氏、即 ち後の階文帝 と独孤皇后に見つけ出され、

あい見て悲 しみに 自ち勝 えず、侍御 する もの皆泣 いた、 と、 その間の一方 ならぬ有為転

変の思いが互いに こみ上げた ものであろ う。や がて、北周 も滅び、楊堅が階朝 を草創す

る。先に宇文護の謙殺 を計 った として 自殺 を命 じられ、断絶 していた家名の回復の機会

がや って きた。独孤 羅は正妻の子の善以下か ら、庶長子のゆえをもって後継 ぎには相応

しか らず、 と排 斥 されたが、独孤皇后の 「羅 は嫡 男にふ さわ し く、謳す るべ か らず。」

の一 言で父の爵 の趙国公 と領地一万石 を継 いだ。羅の生涯は 『階書』・巻七十九、外戚伝

に独立 の伝 があ る。 その伝 と墓誌銘 を もとに、先の岡崎氏の論考 に詳 し く、筆者 も騨尾
1.2)

に付 して論 じた ところであるので、詳細はそれ らに譲 りたい。 その独孤羅の墓 か ら出土

したビザンチン皇帝ユ スティヌスII世 の金貨は、早 く夏郵氏に よって詳細 な研究が発表
9)

され、東西交渉史の再検討 の きっかけ となったこ とで著名 である(写 真一2)。 金貨は

直径2.1糎 、重 さ4.4瓦 。表面の像 は髭が短 く、羽毛飾 の兜 を被 り、真正 面 を向いた皇帝

の胸像 であ る。右 手には勝利の女神 を載せ た地球 を捧げ持 ち、左 手は騎士文装飾の盾 を

支え る。裏面 の女性像 を夏藁氏は勝利の女神 ビク トリア としているが、近年、陳志強氏
10)

は これ を首都 コンス タンチ ノープルの象徴 のアン トウザ とす る。彼女 は玉座 に坐 し、右

手で長 い槍 を立て、左 手に十字架 を乗せ た地球 を按 じ、 キ リス ト教 に よる世 界制覇 を象

徴す る。陳氏は併せて、夏鄭氏の銘文の読 みの うち、幾つかの読み誤 りを指摘 している。
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11)

ところで、近年、 その独孤羅の夫人賀若氏の墓が報告 され た。発掘 されたのは1988年 、

威 陽飛行場建設に伴 ってであ る。他 の北周以降の墓 と同様、斜め墓道 を南に開 いた土洞

墓 で、墓 の全長 は35.97米 、墓道、過 洞、天井、 雨道、墓室か らなる大 型墓 で ある。墓

道は長 さ9.1米 、幅1.5米 で7つ の天井 を持つ。 雨道 は長 さ20.5米 、幅1.35米 、最奥の墓

室 は方形平面 で南北長 さ3。35米、東西幅3.21米 、四壁 の高 さは1.9米 、天井部 は破壊 さ

れていたが恐 ら くドーム形 であったであろう。墓室の西部 に木棺が あった。棺 は腐朽 し

ていたが痕跡は明瞭 で、長 さ2米 、北 の頭側 の幅74糎 、南の足側が65糎 である。棺 内に

仰臥伸展 の人骨1体 が あった。南か ら3～6番 過 洞の東 西壁 には彩画 の壁画が あ る。

3・4番 過洞の壁画 は黒色小冠 を被 り赤の広袖長炮 を着て黒靴 を履 き、剣 を按 じる武人

である。5・6番 過 洞には同様 の服装で、手に笏か供物 を持 った文 官が描かれている。

雨道の東西壁面 には手に供物 を捧 げた侍女像が描かれてお り、これ らの唐代初期 の壁画

は盛唐期の壁画 とは様 式が異 な り、研究に値す る と報告 されているが、報告には詳 しい
12)

写真 が掲載 されてお らず、詳細が明 らかでないこ とは誠 に惜 しまれ る。

この墓が独孤羅 の夫人賀若 氏の ものであることは、墓誌か ら明 らか となった と思 われ

るが、報告 には賀若氏が唐初 の武徳 四年(621)十 一月に六十三歳 で亡 くなったこ と、

その夫が独孤羅であったこ とを記すのみで、墓 誌の写真 さえ発表 されて いないため、そ

れ以上の詳細 を明 らかに し難いこ とは残念 である。

すでに明 らか になっている如 く、独 孤羅 には庶 長子 として独孤開遠 がお り、その墓誌
1)

が発見 され、筆者が先に論 じた ところであ る。嫡 男は纂 で階に仕 え河陽郡都尉 となった

ことが 『階書』巻七十九 の独孤羅伝 に付 記 されてい るが、その後の ことは明 らか でない。

次男の武都は洛陽にいたが、階末の混乱の中で王世 充に殺 された。 この纂 と武都 を生ん

だ羅の正妻の名は正史か らは明 らかでない。羅の子供 たちの こ とは他にみ られ ない とこ

ろか ら、今 回、墓 が発見 された賀若氏が正妻である と考 えて誤 りなか ろ う(系 図参照)。

墓か らは見事 な金銀器物の副葬 品が発見 された。金宝石飾冠は金花鋼、金花細葉、玉

片、真珠や各種宝石、緑松石珠 を連綴 した華麗な冠 である。 出土の とき、綴 じ付けてあ

った布類は腐朽 し、金 圏が遺骸 の頭骨上 に残 っていたほか、 その他 の珠類は周囲 に散 ら
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ば っていた。当時の華麗 さをしのばせ る装 身具 である。金櫛は出土時 なお木製の櫛歯が

残 って いた。箆 は純金 で作 られ、長方形 で長 さ5糎 、幅1.5糎 、地文 に金粒 を敷 き、両

面 に文様 をあ らわ し、周囲は連珠文 を飾 る。一面は双鵤が蓮 に戯れ、別一面は蓮 と双梅

で、 いずれ も細金条で外形 を作 り、 中に各色の宝石 を鑛嵌 している。細金細工耳飾 は一

対 あ る。長 さ3.6糎 、 オ リーブ形で逆U字 形の鉤 をつけ る。 中央に連珠 形の帯 を回 らし、

上下 に花び ら形 をつけ、下(上?)端 に小環 を付 け る。文様 は皆細金条 で輪郭 を作 り、

中に色 とりど りの宝石 を鑛嵌す る。金管は四本あ る。金条線 を断面円形 に加工 し、細長

い コ字形に折 り曲げてあ る。 これ ら副葬品の写真は発掘概報 では印刷が不鮮 明であるが、

幸い1996年 、兵庫県立歴 史博物館 を皮切 りに開催 された 『大唐王朝の華 都 ・長安 の

女性 たち展』 に、次の ビザ ンチ ン金貨 とともに出品 され、鮮 明な印刷 で検討が可能 とな
13)
った。

副葬 品の うち、最 も興 味 をひ くのが ビザ ンチン金貨 である(写 真一3)。 出土の とき

墓主の 口中にあ った。直径2糎 、重 さ4.1瓦 、左右 両側近 くに懸垂用 の小孔が開け られ

ている。型押 しの文様 は表面が皇帝の胸像 で頭 に羽飾の付 いた兜 を被 り、鎧 を身に付け

る。右 手 に持 っ た槍 を右 肩 に担 ぎ、左 肩 は騎 士 像 装 飾 の 盾 で覆 う。周 囲 の銘 文 は

DNIVSTI/NVSPPAVCと あ る。背面は有翼の女神が右 手に杖 を持 ち、左 手に十字架

を載せ た地球 を捧 げ る。銘文 は左方がVICTORI、 右方がAVCCCB、 下方 にCONOB

で あ る。 この金貨 につ いて、発掘 簡報 は夫 であ る独 孤羅墓 出土 のユ ステ ィ ヌスII世

(565-578在 位)金 貨 と同一一としてい る。恐 ら く、銘文 か らそう判断 した ものであろ う。

しか し、ユスティヌスII世 金貨 と決定的に異 なるのは、表面 の皇帝胸像 であ る。す なわ

ち独孤羅墓出土のユ スティヌスII世 金貨 では、右手に地球の上 に立つ勝利の女神像 を捧

げるのに対 して、この賀若 氏墓出土金貨 では、右 手は槍 を持 って右肩 に担 いでい る姿 な

の で あ る。 この相 違か ら、銘文 は全 く同一 で あ るが、 この金貨 をユ ス テ ィヌス1世

(518-527在 位)金 貨 と改め るものであ る。

夫の独孤羅が六十六歳 で亡 くな ったのは階開皇十九年(599)で あ る。夫人の賀若氏

が亡 くなったのは初唐の武徳 四年(621)六 十三歳 であ るか ら、夫の独孤 羅死去 の時、
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夫人は四十一歳 であった。二人が何 時、何歳の時に結婚 したか は、今 は定かでないが、

夫 より二十五歳 も年下 である。夫の独孤羅 もすでにその生涯 をつぶさに見たよ うに、北

魏末年 に生 まれ、東西魏 そして北周 と北斉の対立か ら北斉 の滅亡、さ らに階朝の成立 と、

激動 の中で歴史の荒波 に もまれて来た。独孤羅が ようや く階朝 において趙国公、一万石

の爵位 と領 邑を得 たのは、生れてす ぐに置 き去 りに され、恐 ら く顔 さえ覚 えていない亡

父独孤信の赫 々たる家柄 と、 とりわけ三朝の皇后 を輩出 した姉妹 たちの庇護に よる もの

であった。

夫人賀若氏の系 図は報告か らでは充分 明 らかでないが、 その姓か らみて独孤 氏 と同様、

北方系の民族の出身である。挑薇 元氏の 『北朝胡姓考』 には 『元和姓纂』の 「魏 では忠

貞を賀蘭 とい う。従 って、孝文 帝の改姓 の時 も賀蘭の二字 の ままであった。」 との記述
14)

が引かれ、 さ らに、 この賀蘭氏が賀若 氏の誤 りであることが考 証 されてい る。

伏
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…
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初
豆
伐

賀
蘭
氏

〒
ー
者
(庫
)

達
契
氏

T

　

費
連
氏

独孤氏系図*口 囲みは墓誌 のあ るもの。

**網 目部 は本稿で明 らか と した もの。
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独孤羅が死去 したあ と、先述のご とく独孤家は嫡 男の纂 が後 を継 ぎ、階に仕 えて河陽

郡都尉 になった ことが 『陪書』巻七十九、外戚伝 中の独孤羅伝 に付記 されてい るが、そ

の後のこ とは明 らか でない。次男の武都は洛陽にいたが、陪末の混乱の中で王世充 に殺

され た。乳母の王蘭英が遺 児の師仁 を戦乱の混乱の なか、餓死者が路にあふれ る時、 自

らは土 を喰 らい水 を飲む だけ で遺児 を守 りぬ き、 ようや く長安へ た ど り着 いた。李 淵

(唐高祖)は 義 として王蘭英 を永寿郡君 に封 じたこ とが 『旧唐書』・巻一 百九十三、列 女

伝 中に記 されてい る。 この ことは 『新唐書』巻二百五、列女伝 に も記 されているが、 こ

ちらでは王蘭英が封 じられたのは永寿郷君 と異な る。庶子 の独孤 開遠 も蝪帝の側近 にあ

って、宇文化及の試逆軍の ために殺 される ところであった。

そ うした階末唐初 の混乱 に、賀若氏は婦 人の身で どの ように処 したのであろ うか。独

孤羅のユ ステ ィヌスII世 金貨に も、上方に懸垂用の小孔が一つ開け られていた。夫婦 の

間に この ビザ ンチン金貨 をはさんで どのような会話な り、約束 な りがあったかは知 る由

もないが、夫婦 で同 じようにビザ ンチン金貨 を一枚ずつ 身に付 けていた ところは、何 か

の縁 を結 び合わせ ていたのではないか、 との思 いを禁 じ難 い ところであ る。

三、独孤信の後喬たち

独孤信 とその後喬 たちについては、すでに独孤信に加 え、庶長子 の独孤羅 と、羅 の庶
1)

長子独孤 開遠の墓誌が併せ 発見 されてお り、 それぞれのその後 を追 うこ とが出来た。以

下に、 その後 の発掘 で明 らか となった、その他 の一族の様子 を紹介 してみたい。

独孤蔵墓 独孤氏一族 の うちで今の ところ、最 も詳細 な調査報告 が出されたのは独孤

蔵 の墓 であ る。蔵 は独 孤信 と正 妻如羅氏(=郭 氏)と の問の子で、独孤信 の墓誌 では

「長 息善 」に続 き 「第二 息蔵 字抜 臣 武平 県開国公」 として名 を連 ねて い るが
、 『周

4)

書』『北史』 の独孤信伝 には間に もう一 人、独孤穆の名がある。

独 孤蔵 の墓 は陳西省威 陽の成 陽飛行場 建設 に先 立つ調査 として1988年 に発掘 された
15)

(図1-1)。 墓 はこの地の北朝墓 と同様の造 りで、南向 き斜め墓道付 き三天井多室土洞

墓 で未盗掘 であった。墓道は長 さ23.8米 で三個 の天井 を持 ち、壁面には線だけの彩色が

あった。雨道 は長 さ3.1米 、幅約1.5米 で北端に墓誌が置かれ、その後 ろに木製扉があっ

た。墓室は前室 ・後室 ・東耳室か らなる。前室は南北2.7米 、東西2.8米 の正方形で、 ド

ー ム天井 となる。後室 は前室北壁 中央に寵 を穿 った形で造 られ、幅1.4米 、高 さ1.46米 、

奥行 き2.2米 あ り、中に木棺 を納め る。一木 の棺 台に置かれ た木棺 は二重で、外棺 の長

さ2.2米 、前幅90糎 、後 ろ幅72糎 、高 さは記載が ない。 中に内棺 を収め、完全 な人骨一

体 があった。耳室は東壁 の南 よ りに穿たれ、 門口の回 りに4糎 幅の赤彩が ある。室は手

前の幅80糎 、高 さ90糎 、奥行 き1.72米 で奥 の幅74糎 、高 さ64糎 。 中の木棺は長 さ1.56米 、
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図1独 孤蔵墓(「 中国北周珍奇文物』より)

1遺 構平 ・断面図

2墓 誌 ・蓋拓本

3墓 室平面詳細図

前幅52糎 、後 ろ幅40糎 、 中に女性の人骨一体が あった。

墓 は未盗掘 であるが水 没 したため、副葬 品の位 置は 多少 元 と異 な るか もしれない(図

1-3)。 先ず墓 門前 に墓 誌 と蓋が あった(図1-2)。 前室 には中央西寄 りに青磁碗5
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点が双重ね と三重ねに して置かれ、東北部に青磁皿が各1点 、中央部に鎮墓獣2点 が置

かれた。青磁碗4点 は漆盤上に揃えて後室前に置かれ、 そばに鉄鍬があ った。後室 の南

部右 方には青磁盤 口六耳壷、 白磁唾壷、黒磁盤 口壷各1点 、後室南部左方 に褐色盤 口四

耳壷が置かれていた。後室棺 内の頭 骨左に灰 陶五脚円硯1点 があ り、ガ ラス玉の首飾 り

が人骨頚部周辺にあった。武士桶1点 、騎馬武士桶11点 、騎 馬儀杖桶13点 、風帽桶10点 、

0 驚

z
3 4 5 8

1

図2独 孤蔵墓副葬品(『中国北周珍奇文物』より)
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文吏桶9点 、侍従桶11点 、舞桶1点 、跣坐桶1点 、持箕桶1点 は纏めて前室東南角つ ま

り耳室前 に置かれていた。 また前室西南角 には馬、酪駝、鶏各1点 、牛、犬各2点 の動

物桶、倉庫2点 、踏み 臼、井戸、竃各1点 の明器が纏め られていた。耳室人骨には五行

大布銭3枚 が腰部 にあった。以上の出土状況は報告本文 に よるもので、墓室平面図には

相 当の脱落 と相違が ある。146点 の副葬 品の うち、人物桶が68点(図2-1～6・9・

10)、 動物桶が7点(図2-7・8・11)、 明器が6点(図2-21・23・25・26)と 土偶

類が半数 を超す。

質実素 朴な北周の土偶明器 に比べ、 この墓か ら出土 した青磁、 白磁、黒磁 な どは上質

の磁器類 であ る(図2-12～20・22・24)。 北朝、それ も東方の北斉磁器類が優 れた も

のであるこ とは、新 中国の発掘調査 によってすでに明 らかに され た ところであ るが、西

方の北周の状況 は必ず しも明確 ではなか った。 その中で、 この独孤蔵墓 出土品は北周の

磁器類の様相 をうかがわせ る新 資料 として重要 であ る。 とはいえ、北周 におけ る磁器生

産の様相は未だ明 らかになってお らず、或いはこの墓が築 かれる前年 に平定 した北斉か

らの戦利品の可能性 もあ る。今 後の調査 が待 たれ るところであ るが、その中で、 この墓

か ら出土 した青磁盤 口六耳壷(図2-12)が 、1997年 開催の 「中国文物精華展」の出陳

物の一つ に選ばれたのは、北周の磁器 としての意義 を認め られた ところによるものであ
16)

ろ う。

独孤蔵 は史書に独立の伝 はない。出土の墓誌による と、講が蔵、字 は達磨、 とあって、

先 の独孤信墓誌の字、抜臣 と異 なる。西魏大統九年(543)に 独孤信 の子 として生 まれ、

八歳に して父信の功績 を もって武平県開国公、食邑一千九百戸 を賜 った。母 は正妻如羅

氏(=郭 氏)で あ る。以後は同年齢の、北周太祖宇文泰 の第五子斉王宇文憲 の帷握に参

じて都督 とな り、 また言焦王倹 とも親 しみ、隆 山太守 に任 じられた。 しか し、三十五歳 の

若 さで宣政元年(578)死 去 したの は、呪懇であ った斉 王宇文憲が、兄武帝宇文 昌の死

後即位 した宣帝 に、才 を妬 まれ殺 され たことに連座 したか らであろう。 『周書』巻十二、

斉 蝪王憲伝 には同時に殺 され た人々 に上大将軍安 邑公王興、上開府独孤熊、開府豆盧紹

の名 が記 されている。墓誌 には独孤蔵の夫人賀蘭氏 と子供三人 とが記 されてい るが子供

の名 は明 らかでない。

大唐紀 国公世子段府君 夫人独孤氏墓誌 独孤夫人の ことを記 した墓誌は1993年 、陳西

省威陽市 泪城区底張鎮 西郭村東北1.5粁 の墓 か ら出土 した。地表に封 土はな く、墓か ら

は墓誌のほか将軍桶、侍桶 と銅鏡 等が出土 した とあるが、発表 され たのは墓誌のみの考
17}

釈 で、墓 の構造や副葬 品の詳細 は記 されて いない。墓誌 は方形で45糎 四方、蓋には 「大

唐故独孤夫 人墓 誌」九字 が築書 で陰刻 されて い る。誌文 は楷 書で21行 、20字 に総字数

416字 が陰刻 されてい る。夫人の家系は独 孤信 に始 ま り、 曽祖 は善 とある。独孤信 の正

妻如羅氏(=郭 氏)の 生んだ長男 であるが、陪になって家 を再興す るとき、妹の独孤皇
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后の一声で庶長子の羅 に地位 を奪 われて しまった。 『周書』巻十六独 孤信伝 に附載 され

た善 の伝 には、独孤信 が宇文護の暗殺計画に関与 した として 自殺 させ られ、家 を廃 され

ていたが、保定三年(563)龍 州刺史、天和六年(571)河 内郡公、 邑二千戸 を襲爵 した。

さらに北斉 東征 に したが って功績 をたて、上 開府 さらに尭州刺 史に任ぜ ちれ たが三十入

才で死去 した。 没年 は記 されていないが、天和六年 ない しそれ以後、 い くらも隔た らな

い年であろ う。死後 に、使持節、柱 国、定趙恒槍繍等五州諸軍事、定州刺 史を贈 られて

いる。

しか し、 この独孤 夫人墓誌に善が階の柱国大将軍、翼 ・定等十州 諸軍事 、十州刺 史、

河内郡公 とあるのは、 階に なってか らの追贈 に よるものであろ う。独孤善の墓 は未発見

であるが、 この墓誌の記載に よって善の官爵が、階の時に父等 と併せ追贈があったこと

が判明 した。祖父の澄は階の千牛備 身 とあ る。 これ まで独孤善の子は覧 の名 しか知 られ

ていなか った。独孤氏一族 では庶長子独孤羅 の庶子の独孤開遠 も階の千牛備 身であって、

宇文化及 の反乱 の時、反乱 軍の犠 牲になる ところであったが危 う く助か っている。独孤

夫人の祖父 は陽帝 と運命 を共 に したのであろうか。父の瑛 は観州刺史 とのみ記 されてい

る。祖父 といい父 といい、 あま り高い身分 ではない。

独孤夫 人の夫は紀国公世子段氏 で、墓誌 中に夫孝爽 とある。考釈 では先 ず、周紹 良氏
18)

の論考 を引 き、 『新唐書』巻八十三、諸帝公 主列伝 にあ る 「高密公 主下2嫁 長孫孝 政1、

又嫁2段 論1。 論、階兵部 尚書文振子。為2工 部 尚書 ・杞 国公 、。」 と、 『元和姓寡』巻九段

氏、遼西条の 「倫、工部 尚書 ・鮒 馬都尉 ・紀 国公。生2孝 爽 、。」 とが共 に同一人物 の段

倫 であるのは確か であるのに一方は杞 国公、一方 は紀 国公 となっているが、『大 唐故文

安 県主墓 誌銘』に 「…貞観十五年正 月五 日、封2文 安 県主、。脂賦開栄、公宮徒訓、乃干

其月十 四 日降2嫁 干工部尚書 ・鮒 馬都尉紀公元世子段1嚴、。…」 とあるように`紀'が 正 し

く 『新唐書』の`杞'は 誤 りとす る。 しか し、周氏は この 『文安 県主墓 誌』 の段撮 と 『元

和姓纂』の段孝爽 とが同一人 であ るか については不明 としてい る。考釈 は(一)『 独孤夫

人墓誌』にあ る段孝爽が紀 国公`世 子'と あるの と 『文安県主墓 誌』 に紀公`元 世子'と あ

るのは共 に諸侯王の嫡 男の意味 であ るこ と。(二)撮 が名 で孝 爽が字 であろう。 との二点

をあげて両者が同一人 であ ると断 じている。い ま、他 に有力 な史料 のない まま、考釈の

説 に従 うこ ととす る。

「独孤 夫人墓 誌」 によ ると、夫人は貞観 十二年(638)正 月七 日、洛 陽の洛濱里 で二

十一才 で亡 くな り、 同年二月廿二 日雍州威陽県洪渡川に埋葬 した とある。墓誌の 出土地

は これまで独孤氏のx地 であった ところであ る。嫁 いでいった者は多 くが夫の榮地に葬

られているが、 この独孤夫人は どのよ うな事情が あったのであろ うか。
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四、近年新出土の ビザンチン金貨

1953年 独孤 羅の墓か ら発掘 された一枚の ビザ ンチ ン金貨 は、ヘ ディンの採集や ス タイ

ンの発掘 で知 られていた ビザ ンチ ン金貨が、中国本土にまで届 いていたことを確認 させ

る意味で、研 究者の注意 をひ き、東西交渉史の研究に新 たな弾みを与 える資料 となった。

この発見 を契機 に、ササ ン銀貨 を加 えた中国国内発見の西方金 ・銀貨が注 目され ること

となった。東西交渉 史に深い造詣 を持つ夏薫氏 と岡崎氏 らによって、先ず1980年 頃 まで

に発表 された中国出土 ビザ ンチン金貨の集成が行 なわれた。ヘデ ィンや スタインに よる

中央 アジア発見 品のほか、新中国による発見品には、独孤羅墓以下付表の23番 までがそ

れである。『中国銭幣』2001年 第4期 には王仲殊 ・王世民両氏に よって夏薫 氏の西 方貨
19)

幣研究への貢献の様相が記 されている。

続いて集成 を行 なったのは宿 白氏で、『中国大百科全 書 ・考古学』 の中で、「中国境内
ao)

発現 的東羅馬遺物」の項 目に集成表が掲載 されてい る。 そこでは新たに河北省磁 県東魏

閻氏墓 出土のユ スティヌス ・ユスティニア ヌス金貨が付け加 え られている(後 述)。

その後、羅豊氏が宿 白氏の集成表 を元に整備拡充 した、新 たな集成 表(以 下、〈羅氏
21)

表〉 と略称)を 氏の 『固原南郊階唐墓地』に掲載 している。その表には、発掘報告書に

掲載 された固原南郊郷 の史氏一族墓地 出土の3枚 の ビザ ンチ ン金貨彷製品のほか、新 た

に1980年 代以降に発見 されたビザ ンチ ン金貨及びその彷製 品を含め34枚 の金貨 を集成 し

た。更に 『中国銭幣』2001年 第4期 に掲載 された康柳碩 氏の ビザ ンチン金貨綜述論考 の

集成表(以 下、 〈康 氏表〉 と略称)は 、羅豊氏の集成表に さらにその後 の資料 を付け加
22)

え、合 計40枚 とな った。 氏 の論 考 には巻 頭 に カ ラー 図 版 が付 け られ、 そ こに金 貨5枚 の

表裏 の写真 が公 表 され て い るの は、 一定 の参考 とな る もの で あ る。 同誌 に同時 に掲載 さ

れ たThierry,F.,Morrison,C.両 氏 の論考(以 下 、 〈両 氏論 〉 と略 称)は 省 別 に纒 め ら

れ 、 かつ 、ヘ デ ィ ンの コー タ ン購 入 品 と固 原 にお け る最新 の 資料 を掲 載 して い るが 、幾
23)

つかの脱落 とササ ン金 貨彷製品の混入があ る。

本稿 では、先 に紹介 した独孤羅夫人賀若 氏墓 出土のユ スティヌス1世 金貨に ちなんで、

夏薫 ・岡崎集成以降、今 日まで中国において出土 したビザ ンチン金貨の再集成 を試みた

い 。

本稿 の性格か らす る と、夏鄭 ・岡崎氏の集成以降か ら紹介す るべ きであろ う。 しか し、

これまでに集成 されて いる貨幣 について も、多少の補訂が必要 と思 われ るものが散見す

る。煩 を厭 わず、多少の コメン トを付 けてお きたい(以 下、番号 は附表に よる)。

・1～3 、新彊和 田(コ ー タン)ヘ デ ィン採集、彷 ビザ ンチン金貨

1905年 、ヘデ ィンの 中央ア ジア探検 の際 に和 田にお いて購 入 され た もので、後 に
24)

Montell,G.氏 に よって 報告 され た もの で あ る。 早 く、 岡崎 氏 に よ って紹 介 され て い
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25)

る。

・4～6 、新 彊 トウル ファ ンア ス ター ナ、 ス タ イ ン発 掘 、 彷 ビザ ンチ ン金 貨

ス タ イ ンの 第三次 中央 ア ジア探 検 の際 、1915年 、 ア ス ター ナ で の発 掘 に よっ て発見
zs>

された もので、 いずれ も死者の 口中に含 ませてあった。

・7 、甘粛武威康阿達墓 出土、 ビザンチ ン金貨
9)

夏薫氏の独孤 羅墓 ビザ ンチ ン金貨 論考 の中で、氏 が1945年 、河西 回廊 調査 の際、

甘粛省武威の康 阿達墓か ら金貨が出土 したことを知 って追跡 したが、発見者が銀行で

現金 と引 き換えて しまったこ とを記 している。従 って、誰帝の金貨かは不明 であ る。

・8 、陳西威陽底張湾独孤羅墓 出土、ユ スティヌスII世(565-578在 位)金 貨

すでに紹介 した ように、1953年 発見 のこの金貨 は、1954年 北京で開催 され た 「全国

出土文物展覧」に出品されて一一躍注 目を集めた。新 中国におけ る東西交渉史研究の出
9)

発点 となった金貨であ る。

・9 、陳西西安西郊土門村唐墓出土、彷 ヘ ラクリオス金貨
27)

1956年 西安西郊土門村009工 地2号 墓 よ りの出土であ る。金貨は径2.15糎 、重 さ4.1

瓦、表面 には銘文が な く、 その代 わ りにヘ ラクリオス と息子の コンスタンティヌの並

んだ胸像 を細粒連接文が取囲む。裏面には3段 の壇上 に据え られ た十字架 を中央 に、

左に クルス、右 に星形 をち りばめ る。周囲の文字列 は変形 されていて読む ことが 出来

ない。夏藁氏は詳 しく検討 を加 え、 この金貨がヘ ラク リオス帝 の後期、 アラブ帝 国に

よって模造 されたヘ ラク リオス金貨 と断定 した。

・10、 内蒙古 フ ホホ ト市土 黙特 左旗畢 克斉鎮 出土、アナ スタシ ウス1世(491-518在

位)金 貨
28)

1959年 、フホホ ト西郊約30粁 の土黙特左旗畢 克斉鎮水磨か ら出土 した。 直径 は1.4

糎、重 さ2瓦 。周縁が削 られ、銘文 も読み難 く、 レオ1世 とされていたが、銘文の再

検討 によってアナ スタシウス1世 金貨 とされてい る。

・11、陳西西安何家村窓蔵 出土、彷ヘ ラク リオス金貨

1970年 発見の、金銀器物 を多量に埋蔵 した遺構 として著名 な、西安何家村客蔵 中の
29)

ビザ ンチン金貨 である。 この金貨は先の 「9、 西安土 門村唐墓 出土、彷ヘ ラク リオス

金貨」 と酷似 してお り、同様 にア ラブ彷製品 とす るべ きものである。

・12、新彊 トウルファンアスターナ92号 墓出土、 彷ビザンチ ン金貨

・13、新彊 トウルファンアスターナ138号 墓 出土、 ビザ ンチ ン金貨

2枚 同時に発掘簡報 に写真、拓本つ きで発表 され92号 墓 貨が 彷製品、138号 墓貨が
30)

真 物 とされ た。12に つ いて は 〈両 氏論 〉 は その集 成 のNo.8と して、 上 下径2.48糎 、 左

右 径17.8糎 の彷 製 品。13は マ ウ リステ ィベ リウス帝(582-602在 位)金 貨 の彷 製 品 と

す る。 簡報 の写 真 と拓 本 か らは容 易 に読 み取 れ な い ので 、今 、 それ に従 う。
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付表、中国出土

No. 金 貨 名 称 出 土 地

1 彷ビザンチン金貨 新彊和 田(コ ー タン)

2 n 1!

3 11 1!

4 彷ビザ ンチン金貨 新彊 トウルファンアスターナ1区3号 墓

5 11 "5号 墓

6 11 "6号 墓

7 ビザンチン金貨 甘粛武威康阿達墓
8 ユ ス テ ィヌスII世 金貨 陳西威陽独孤羅墓
9 彷ヘ ラクリオス金貨 陳西西安土門村009工 地2号 墓

10 アナスタシウス1世 金貨 内蒙古フホホ ト近郊土黙特左旗畢克斉鎮
11 彷ヘ ラクリオス金貨 陳西西安何家村窓蔵
12 彷ビザンチン金貨 新彊 トウルファンアスターナ92号 墓

13 ビザンチン金貨 〃138号 墓

14 テ オ ドシウスII世 金 貨 河北賛皇李希宗墓1号 貨
15 ユ ス ティヌス ・ユステ ィニア ヌス金貨 〃2号 貨

16 n 〃3号 貨

17 彷ビザンチン金貨 新 彊 トウルファンアス ターナ191号 墓

18 N 〃150号 墓

19 Il 11

20 11 11

21 n 新彊 トウルファン地区
22 アナスタシウス1世 金貨 河北磁県茄茄公主墓1号 貨
23 ユ ス ティ ヌス1世 金貨 〃2号 貨

24 ユ ス テ ィヌス ・ユ スティニア ヌス金 貨 河北磁県間氏墓
25 アナスタシウス1世 金貨 内蒙古武川県鳥蘭不浪郷
26 フオカス金貨 河南洛陽龍門安菩墓
27 彷ビザンチン金貨 寧夏固原南郊史道徳墓
28 n 〃 史索岩墓

29 II 〃 史詞耽墓

30 彷アナスタシウス金貨 陳西西安東郊墾子村唐墓
31 ヘラクリオス金貨 遼寧朝陽双塔区3号 唐墓
32 フオカス金貨 甘粛天水清水県唐墓
33 ユ ス ティヌス1世 金 貨 陵西威陽飛行場工地賀若氏墓
34 テ オ ドシウスII世 金貨 陳西商州市3号 階墓
35 アナスタシウス1世 金貨 陳西西安西郊西安飛行場付近168号金貨
36 11 陳西西安南郊西何家村130号 金貨
37 11 陳西西安東郊徴収30号金貨
38 彷ビザンチン金貨 新彊 トウルフ ァンカ ラボジ ョ105号 墓

39 レオ1世 金貨 漸江杭州(外 地流入)

40 フオカス金貨 中国銭幣博物館徴収
41 テ オ ドシウスII世 金 貨 甘粛朧西県城内
42 彷ビザンチン金貨 新彊 トウルファン采炊3号 墓

43 ユ ス ティ ヌスII世 金 貨 寧夏固原南郊史道洛墓
44 レォ1世 金貨 寧夏固原西郊田弘墓1号 貨
45 ユ ス テ ィヌス1世 金貨 〃2号 貨

46 ユ ス テ ィヌス ・ユ スティニア ヌス金貨 "3号 墓

47 /! 〃4号 貨

48 ユ ス テ ィニア ヌス1世 金貨 〃5号 貨

49 アナスタシウス1世 金貨 寧夏固原県
50 ゼ ノ金貨 陳西定辺県安辺鎮
51 ユ ス テ ィニア ヌス1世 金 貨 青海鳥蘭県銅普大南湾祭祀遺趾
52 テ オ ドシウスII世 金貨 青海都蘭県香日徳鎮溝里郷牧草村吐谷渾墓

注)表 の配列は比較の便宜のため、羅氏 ・康氏の表の配列を踏襲 した。個数はすべて1枚 である。
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ビザンチン金貨表

出土年 文 献 そ の 他

1905 ヘ デ ィン採集、 注24)PL.VII. 吊鎧
IJ !1

IJ !1

1915 ス タ イ ン 発 掘 、 注26)Vol.III,PL.CXX. 口中
/! n 11

11 // //

1945 夏薫考古調査、注9) 銀行へ売却
1953 <学 報>1959-3、p.67-74、 図 版1-1～4. 1孔

1956 <考 古>1961-8、p.446-447、 図 版8～5～8,

1959 <考 古>1975-3、p.182-185、 図 版8-1～1

1970 <文 物>1972-1、p.36、 図9・10.

1967 <文 物>1972-1、p.11、 図6・7一 左.

1969 〃 、 図6・7一 右.

1976 〈考 古>1977-6、p.388、 図 版6-1～3. 2孔(上 に)

n ノ1

II n

1973 『新彊出土文物』194図 左上 1孔

1972 〃194図 右 上 1孔

〃194図 左 下 1孔
〃194図 右 下 1孔

『新彊文物古遊大観』0354図 一下

1978-9 〈 文 物 〉 ・;.、p.7、 図9・11-1・3.

11 〃 、 図10・11-2・4.

1978 上記の貨幣、省 くべ し
"1 <内 蒙 古金融>1987-8(未 見)

1981 〈 中 原 文 物>1982-3、p.25、 図 版7-2・3. 右手に握る

1982 『固 原 南 郊 階 唐 墓 地 』p 。151、 図73・74. 口中、1孔

1985 〃 、 図28、 彩 版16. 1孔 、 片面箔
・.・ 〃 、 図48、 彩 版17. 2孔 、 片面箔

1989 <考 与 文>1992-5、p.56. 片面箔
1992 〈 文 物>1997-11、p,54、 図6・7. 1孔(下 方に)

1990 <甘 粛銭幣専輯>1991(未 見)

1988 〈 考 与 文>1993-6、p.51、 図5-1・2. 2孔(左 右に)口 中

1993 <考 与 文>1997-4、p.7、 図5. 1孔 、 口中か

1979 <文 博>199H、p.38、 図1-2. 1孔(破 損)

1966 〃 、 図1-1.

1979 〃 、 図1-3.

1975 <新 彊銭幣>1991年(未 見) 先述21-Bの もの

1994 <中 国 銭 幣>1995-1、p.36、 写 真 ・拓 本.

未発表
1998 <考 古>2001-12、p.88、 図1・2.

1976 <新 彊 文 物>1990-3、p.5、 図 版4一 左 下.

1995 『唐 史 道 洛 墓 』P .202、PL.25.上 段 、 挿 図69. 2孔(上 下に)

1996 『北 周 田 弘 墓 』P .171、PL.29-1/6. 2孔(更 に+2孔?)
!1 rrp.171,PL.29-2/7. 3孔(三 角に)
11 〃P.171、PL.29-3/8. 4孔(左 右に各2)

II 〃P.171、PL.29-4/9. 3孔(逆 三角に)
11 np.171,PL.29-5/10・ 口中であろう

1998 <中 国 銭 幣>2000-1、p.58.

1998 〈 中 国 銭 幣>2000-2、p.44、 〃2001-4、p.15-18. 1孔(下 に)、 上 に小鎧

2000 <中 国 銭 幣>2001-4、p.40.

2002 〈中国文物報>2002年7月24日 1孔

※〈 〉は雑誌類、『』は図書、〈学報〉;『 考古学報』、〈考与文>e『 考古与文物』。
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と ころ で、 『新 彊 文 物 』 の2000年3・4合 併 号 に は新 中 国 に よる発 掘 の 開 始 か ら、
31)

1973年 までの アスターナ とカラボジ ョ古墓群墓葬登 記表(以 下、〈魯氏表〉 と略称)

が掲載 されてい る。 ところが、それに よると、67TAM92と69TAM138に は、共に

金貨ではな く銀貨 と記録 されてい る。同表には長年 の間の欠落部分 も多い。 どちらが

正 しいのか、 ともか く、判明 した事柄 を記載 してお くこととす る。

・14、河北賛皇李希宗墓1号 貨、 テオ ドシウスII世(408-450在 位)金 貨

・15、 〃2号 貨、ユスティヌス ・ユ スティニアヌス(527)金 貨

・16、 〃3号 貨、 〃

1976年 、河北省賛皇県南邪郭村東南の東魏李希宗墓か ら出土 した。墓誌か ら李希宗

(武定二年<544>葬)と 妻崔幼 姫(北 斉武平七年<576>葬)の 夫婦合葬 で ある。金
32)

貨3枚 は、 いず れ も西 側 の 夫 人 の棺 か ら出 た。1号 貨 は 、径2.1糎 、3.6瓦 、 テ オ ドシ

ウ スII世 金 貨 で あ る。 二 孔 が あ る。2号 貨 は径1.68糎 、2.49瓦 。3号 貨 は径1.7糎 、

2.6瓦 。周 縁 が銘 文 ぎ りぎ りまで 削 られ て い る。 両 貨 は と もに ユ ス テ ィ ヌス ・ユ ス テ

ィニ ア ヌ ス金 貨 で、2号 貨 が 二 人並 ぶ の み で あ るの に対 し、3号 貨 は玉 座 に並 ん で座

る ところが 異 な る。

・17～20 、 新 彊 トウ ル フ ァ ンア ス ター ナ 出土 、彷 ビザ ンチ ン金 貨

1973年 ア ス ター ナ 出 土 ビザ ンチ ン金 貨 として 『新 彊 出土文 物 』194図 に4枚 ま とめ
33)

て掲載 され た金貨 で あ る。 図録 に は大 きさが径1.5～1.7糎 と記 され るほ か詳 細 な記 述

は無 い。 そ の うち、 左 上 の もの(=17と す る)と 右 上 の もの(=18)の2枚 が2002年
34)

東 京 と大 阪 で開催 され た 「シル クロー ドー 絹 と黄 金 の道 展 」 に 出 品 され た。 その リ

ス トに よ って、17が1973年 発 掘 の191号 墓 出土 金 貨(注 一34)、139図 左)、18が1972年

発掘 の150号 墓 出 土金 貨(注 一34)、139図 右)と 確 定 で きた。 共 に1孔 が あ る。 また、
35)

18の 写真が 『新彊文物古　大観』 に掲載 されている。

『新彊 出土文物』194図 の左 下(=19)と 右 下(ニ20)は 共に
、 出土墓号等 の詳細 は不

明であ る。19は 二人の胸像 を並べ る。20は 平 らで中央 に像 があ りそうだが、写真が小

さ く、判明 しない。共に1孔 があ る。

・21、新彊 トウルフ ァン地区出土、 彷ビザ ンチ ン金貨

トウルファン地 区出土の金貨 として、 もう1枚 、上 記 『新彊文物古　大観』に掲載
36)

され た金貨が ある。 甲冑姿の胸像 をあ らわ し、周囲に連点 を回 らす彷ビザ ンチン金貨

である。 これ も出土の詳細は明 らかでない。

この機会 に、アスターナ とカラポジョ発掘貨幣 について検討 を試みたい。

・A 、先述 の く両 氏論〉 はNo10と して、1972年 アス ターナ188号 墓 出土 のビザ ンチ ン金
37)

貨 をあげている。報告 は 『文物』誌 に発表 され たもので、女性の 口中に ビザ ンチン金

貨彷製 品が1枚 含 まれていた。 出土の墓誌か ら開元三年(715)張 公夫人麹 娘の もの
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で、先 述 の 〈魯 氏 表〉 に も、188号 墓 出 土 品 と して 金 貨 が 記 載 され て い る。 先 述 の19

な い し20番 の どち らか の可 能 性 が あ る。

・B 、 〈両 氏論 〉 は また、No.llと して、1975年 カ ラポ ジ ョ102号 墓 出土 の 彷 ビザ ンチ ン金

貨 を リス トア ップ して い る。 しか し、 〈魯氏 表 〉 に102号 墓 の 金貨 の 出土 は記 載 され て

い な い。102号 墓 では な く、105号 墓 の誤 りであ ろ う。従 って、後 述 の38の 彷 ビザ ンチ

ン金 貨 が この もの で あ る。

・C～G、 ア ス ター ナ、 カ ラ ポジ ョ古墓 出土 金 貨

〈魯 氏 表〉 に よ る と、 ア ス ター ナ 、 カ ラボ ジ ョか らは他 に5点 の金 貨 の 出 土が 登 記

され て い る。 た だ し詳細 は不 明 で あ る。

C二72TAM153高 昌延 昌三 十七 年(597)張 救 子墓 出土 金 貨。

D=73TAM214麟 徳 二 年(665)張 君 妻麹 勝 墓 出土金 貨 。

E=73TAM222墓 主 不 明墓 出土 金 貨。 初 ～盛唐 。

F=・73TAM530墓 主不 明墓 出 土金 貨 。 明器 等 出土。

G=・73TKM87墓 主 不 明墓 出土 金 貨。 銅 銭 、 明器 等 出 土。

先 述 の通 り、 この 〈魯 氏 表〉 に は、す で に記録 の失 わ れ た こ とが 明記 され て い る墓

も多 い。 出土 の金 貨 もなお 、増 加 の可能 性 が あ る こ とを付 け加 えて お きたい。

・22 、河 北磁 県東 魏茄茄 公 主 墓 出 土1号 貨、 アナ ス タ シウ ス1世(491-518在 位)金 貨

・23、 〃2号 貨、 ユ ス テ ィヌ ス1世(518-527在 位)金 貨

38)

1976年 、河北省磁 県城 南大塚営村 の北 で発見 され、'78・'79年 に発掘 された。墓 誌

によ り、茄茄=柔 然か ら、高湛に僅か5歳 で嫁 して きた阿那壊の孫娘 、鄭和公主の も

の と判明 した。公主 は武定入年(550)、13歳 で死去 したが、彼女の生れ育 った漠北 と

の繋 が りをしのばせ る ものは、明器 の中の シャーマ ン像 と、柔然が東西貿易の利益 に

よって獲得 した、 この2枚 の ビザ ンチン金貨のみである。

22は 茄茄公主墓1号 貨、アナスタシウス1世 金貨 であ る。径1.6糎 、2.7瓦 、表面は

甲冑に身 を固めた皇帝 の胸像 である。DNANASTA/SIVSPPAVCの 銘文があ る。

裏面 は左半身の女神 で左の羽 をみせ る。

23は 茄茄公主墓2号 貨、ユスティヌス1世 金貨である。径1.8糎 、3.2瓦 、表面 は甲

冑姿 の胸像 で、DNIVSTI/NVSPPAVCの 銘文があ る。裏面 の女神 は正面 を向 いた

立像 である。ユスティヌス1世 金貨の鋳造 か ら茄茄公主墓へ の埋葬 まで30～40年 とか

な り近 い。

・24、河北磁県東魏 間氏墓出土、ユ スティヌス ・ユ スティニア ヌス(527)金 貨
zo)

この金貨は宿 白氏の ビザ ンチ ン金 貨集成表 に初め て掲載 され た ものであ る。 その

後、〈羅 氏表〉 も 〈康 氏表〉 も共に掲 載 してい る。 しか し、発 見年、発見地、年代 ま

で一致 し、最後が闘氏 と鄭和公主 と異な るだけであることに、何 の不審 も抱か ないの
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は如何 したこ とであろ うか。墓誌蓋、墓誌の第一行 とも 「茄茄公主間氏」 とあ る。間

氏 とは柔然主の姓 の郁久間氏のこ となのである。貨幣名称が異な るが、筆者は先 の茄

茄公主墓貨幣 との重複 と判断 し、表か ら削除す るこ とを提案 したい。

・25、 内蒙古武川県烏蘭不浪郷発見、アナスタシウス1世(491-518在 位)金 貨

39)

発見地はフホホ ト市の北、陰山山脈中である。筆者 は原報告 を未 入手であ るため、

前出、 〈両氏論〉に よって紹介す る。 〈両氏論〉のNo.13に よると、1984年 の発見 で、金

貨は径1.2糎 、2.3瓦 、銘文か らアナスタシウス1世 の もので、周囲が削 られた ソリ ド

ス貨 と記述 され る。

・26、河南洛陽龍 門安菩墓 出土、 フォカス(602-610在 位)金 貨

1981年 、河南省 洛陽市南郊の龍 門東 山北麓 の景龍三年(709)安 菩夫妻墓か ら出土
40)

した。安菩 は昭武九姓の一つ安氏の大首領であ る。金貨 は径2.2糎 、4.3瓦 、安 菩の右

手に握 られていた。表面は フォカスの胸像 で、尖 った顎に長い顎髪 を持 つ。裏面は正
22)

面向 きのヴ ィク トリ女神 であ る。写真 は報告 の図版 のほか、前 出、康 氏論考 の巻頭

カラー 図の図5に も掲載 されてい るが、いずれ も鮮明 さを欠 く。

。27、寧夏 固原南郊史道徳墓 出土、 彷ビザ ンチン金貨

・28、 〃 史索岩墓 出土、 〃

・29、 〃 史詞耽墓 出土、 〃

寧夏回族 自治区の南辺、固原南郊郷 にある史氏一族墓地か らの出土である。史道徳
41)42)

墓が先に報告 され、その後、同墓 を併せ正報告書が刊行 され た。報告書は東羅馬金貨
43)

的彷製品の節 でそれ ら金貨 を考察 している。史氏 も昭武九姓の一つ である。

27、 史道徳墓(儀 鳳三年(678)埋 葬)出 土、彷 ビザ ンチン金貨一径2糎 、4瓦 、

墓主 の口中 よ り発見 された。ゼ ノ帝(474-475、476-491在 位)と 見 られ る胸像 は表

裏 とも鮮明 さを欠 き、銘文の ラテン文字 も字体 が粗雑 で、ゼ ノ帝金貨 の彷製品 とされ

てい る。侃用のための小孔が一つ開いてい る。

28、 史索岩墓(麟 徳 元年(664)埋 葬)出 土、彷 ビザ ンチ ン金貨一1985年 発掘 の史

索岩墓 出土貨 で、径1.9糎 、0.85瓦 。薄 く軽 く、胸像 のみの片面萢 であ る。斜 め右 上

に侃用のための小孔が一つ開け られている。銘文 も読 み難い。

29、 史詞耽墓(威 亨元年(670)埋 葬)出 土、彷 ビザ ンチン金貨 一1986年 発掘 の史

詞耽墓 出土貨 で、径2。3糎 、2瓦 。表面のみ打 ち出 されてい る。上下に2孔 、侃用 の

小 孔がある。 この金貨は1992年 、広 島市ほか で開催 された 「大黄河 ・オル ドス秘宝展
44)

中国 ・寧夏古代美術 の粋」に出品された。

・30、陵西西安 東郊墾子村唐墓 出土、彷アナスタシウス金貨
45)

1989年 、西安市東郊墨 子村の初唐墓か ら出土 した。金貨は径2.1糎 、0.8瓦 、表面の

み に胸像 を打 ち出 してい る。周囲の銘文がアナ スタシウス と読め、その彷製品である。
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4s>

又、羅豊氏の論考があ り、 この金貨 を彷製品 とす る。 この金貨 は1992年 、セ ゾン美術
477

館 ほかで開催 された 「シル クロー ドの都 、長安の秘 宝展」 に出品された。

・31、遼寧朝陽唐墓 出土、ヘ ラ クリオス(610-641在 位)金 貨

1992年 、遼寧省朝陽市双塔 区3号 唐墓(初 唐 ～盛唐)か ら出土 した金貨で、径2糎 、
48)

4.4瓦 ある。表面 はヘ ラク リオス とコンス タンチ ヌが並 んだ胸像、裏 面は三段 の壇上

に立て られた十字架 である。表面の銘文 は読み難いが、 この金貨がヘ ラ クリオスの ソ

リドス金貨 である事 は間違いない。下方に侃用のためのかな り大 きな孔が1個 開け ら

れている。

・32、甘粛天水清水県唐墓 出土、フォカス(602-610在 位)金 貨
49)

1990年 、甘粛省天水 市清水県唐墓 出土 と報告 された。径2.1糎 、4.4瓦 。金貨 を実見

した康 氏によると、26安 菩墓 と同 じフォカス金貨 であ る。裏面は拓本が濃す ぎて図像

は明確 で は な いが、正 面 向 きの女 神像 で あ る。表 面 の銘 文 は δNFOCA/SPER-

PAVCで あろう。

・33、陳西威陽飛行場工地賀若 氏墓 出土、ユ ステ ィヌス1世(518-527在 位)金 貨

すでに第二章の賀若氏墓 の記述 中に紹介 したのでここでは省略す る。

・34、陳西商州市3号 階墓 出土、 テオ ドシウスII世(402-450在 位)金 貨

関中か ら東北へ、秦嶺 山脈 を越 えた南に商州市は位置す る。金貨は径1.8糎 、2.8瓦 、
50)

発掘 され た3基 の階墓 の うち3号 墓か ら出土 した。 これまで出土 したビザ ンチ ン金貨

の うち、最 も南か らの発 見である。表面は甲冑を付 け右肩 に槍、左肩 に盾 を もった皇

帝の胸像であ る。周縁 を叩 き延ば したため、銘文は消 えた部分 が多い。裏面は中央 に

左向 きの女神 が立 ち、右 手に十字架杖、左 手に勝利の女神が載 った地球 を持つ筈 であ

るが、 明瞭 でない。銘文 は一部、HAHTが 読 め る、 と発掘簡報 にあるが、 コイ ンカ
51)

タログをみて も該 当す る銘文が ない。一応、 テオ ドシウスII世 金貨 とす るが、彷制 品

か もしれぬ。1孔 があ る。

・35、陳西西安西郊労働南路出土、 アナス タシウス1世(491-518在 位)金 貨

・36、陳西西安南郊西何家村 出土、 アナス タシウス1世 金貨

・37、陳西西安東郊金属 回収公司徴収、アナスタシウス1世 金貨
52)

以上3枚 の金貨 は 『文博』誌 に併せ て報告 され た。35は 報告 の図1-2、168号 金
22)

貨で、1979年 に出土 した。前 出、康 氏論考 の巻頭 図版 に表裏 の カラー写真 が掲 載 さ

れてお り、 その裏 面に朱墨 で168の 数字 が書か れていて、 この金貨 であ る事 は誤 りな

い。 さらに、 この金貨 は先述 の 「大唐王朝の}都 ・長安の女性 たち展」 に出品さ

れ、表面のみ明瞭な印刷 で見 るこ とが出来 る。但 し、解 説にこの金貨 を西安墾子村出
53)

土 とす るのは誤 りである。表面 は甲冑 を着用 し、右肩 に槍、左肩 に盾 を構 えた胸像 で、

銘文 はDNANASTA/SIVSPPAVI。 裏面は左 羽 を見せ て立つ女神 が右 手 に十字架
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杖 をつ く。銘文 はVICTORIAAVCCCAそ れ にCONOで あ って、 この金 貨が アナ

スタシウス1世 の もの と知 られる。

36は 報告の図1-1、130号 金 貨であ る。1966年 に出土 した。表面図像 は35と 同一

で、銘文 はDNANASTA/SIVSPPAVCと 読 め る。裏 面 の銘 文 も上 記 に同 じ く、

アナスタシウス1世 金貨 と出来 るが、裏 面の女神 が正面 向きなのはユスティヌス1世

風であ る。

37は 報告の図1-3、30号 金貨で、1979年 に西安 東郊 の金属 回収所 か ら選び出 され
22)

た。 この金 貨 も前出、康 氏論考 の巻頭 図版に表裏 のカ ラー写真 が掲載 され てお り、

その裏面に朱墨で30の 数字がある。 また、先述の 「大唐王朝の華 都 ・長安 の女性

た ち展」、 さらに1992年 の 「正倉院の故郷 中国の金銀ガ ラス展」 に も出品 され、
54)

表裏 とも明瞭な印刷 で見 るこ とが出来 る。但 し、解 説にこの金貨 をテオ ドシウス金貨

とす る の は 誤 りで あ る。表 面 の 銘 文 はDNANASTA/SIVSPPAVC。 裏 面 は

VICTORIAAVCCCVそ れにCONOで あって、 この金貨 もアナ スタシウス1世 金貨

である。

・38、新彊 トウルフ ァンカラポジ ョ105号 墓 出土、彷 ビザ ンチ ン金貨
55)

先に21のBに 記 した ものがそれ であるが、筆者 は出典 の 『新彊銭幣』 を見 ていない。

前出、〈康 氏表〉に よる と、備考欄 に径1.7糎 、重 さ0.4瓦 とし、 さらに単片 と記 して

い る。重 さか ら考 えて も片面萢の打 ち出 し彷製貨幣 であることは誤 り無 い。

・39、漸江杭州(外 地流入)、 レオ1世(457-474在 位)金 貨

1994年 に斯江省杭州にあ らわれた もので外地か らの流入 とあ る。外地が 中国内か、

外国かで大 きく意味 は異な るが、一 応中国内の どこかか らとい うこ とで リス トに残す。
22)

最初 に紹介 したの は前 出、康 氏 で、写真(同 氏論考 の 図一2)と 併せ径1.74糎 、重

さ2.8瓦 の法量 を示す。屠燕治氏は さらに詳 し く紹介 し、併せ て金貨の カラー写真 を
56)

掲載 してい る。拓本や カラー写真か ら見 る限 り、周縁 を切 り取 られているが、 間違い

な くレオ1世 金 貨 で あ る。但 し、屠 氏 の銘 文 の読 み方 は訂 正 が必 要 で、表 面 は

DNLEOPE/RPETAVC、 裏面はVICTORIとAAVCCCそ れ とCONで ある。

・40、中国銭幣博物館徴収 、フォカス(602-610在 位)金 貨

これ も前 出、〈康 氏表〉 に載せ られ たものであるが、未発表 ではいかん ともし難い。

果 た して中国内出土品か否か も不明である。

・41、甘粛朧西県発見、 テオ ドシウスII世(402-450在 位)金 貨
57)

1998年 、報告者が甘粛省朧西県の農民か ら入手 した金貨である。径1.8糎 、2.3瓦 、

周縁 が削 られ、表裏の文様 に一部摩滅があ るが、康柳碩氏に よって文様及び銘文か ら

テオ ドシウスII世 金貨 と鑑定 されている。

・42、新彊 トウルフ ァン采炊3号 墓 出土、彷 ビザ ンチ ン金貨
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新彊 ウイグル 自治区 トウルファン五星郷采炊において、1976年 、五基の墓 を発掘調
58)

査 し、76TCM1～5と 命名 した。 その うち、 ビザ ンチ ン金貨 を出土 したのは3号 墓

とあ る。だが、付載の出土器物一覧表には、1号 墓 の金器の欄 に彷羅馬金貨一1と あ

り、3号 墓の欄 には記載 がない。 また、本文 の金器 の項に、彷羅馬金貨が2点 とある。

あ るいは もう1枚 金貨が あるのか もしれ ない。金貨 は径1.7糎 、重 さは記載が ない。

掲載の図版は印刷が不鮮 明で詳細 を明 らかに し難 い。

・43、寧夏固原南郊郷唐史道洛墓出土、ユ ステ ィヌスII世(565-578在 位)金 貨

原州連合考古隊の発掘調査 で、1995年 に寧夏回族 自治区固原県南郊郷 の史道洛 と妻
59)

康氏の墓の掩乱土か ら出土 した。墓は顕慶三年(658)の 築造 である。径2.0糎 、重 さ

は記載がない。刊行 され た報告書の図版25に カラー写真が掲載 されているが、径2粍

の孔 が上下に開け られ、表裏 とも周縁部 が叩 き伸 ばされて銘文 はほ とんど読め ない。

ユスティヌスII世 金貨 と報告 されているが、 それは裏面の女神像 が腰 を掛け、両足 を

開いた形にあ らわされ る特徴か ら定めた ものであ ろう。 この女神 をアポロ神 の立像 、

とす る報告書の記載 は誤 りで、女神 の椅坐像 で ある。表 面の銘 文 のDNIVSTINVS

の部分 は図版写真か らは判明 しない。右側 のPPAVC(GをCと 訂正)は 読め る。裏

面 も写真か らは左 のVICTORIと 下方のCON...は 読み難い。右 方はAVCCCH(G

をCと 訂正)で あ る。

・44、寧夏固原西郊郷大墾村北周 田弘墓 出土1号 貨、 レオ1世(457-474在 位)金 貨

・45、 〃2号 貨、ユスティヌス1世(518-527在 位)金 貨

・46、 〃3号 貨、ユスティヌス、ユスティニアヌス(527)金 貨

・47、 〃4号 貨、 〃

・48、 〃5号 貨、ユスティニアヌス1世(527-565在 位)金 貨

以上の5枚 はいずれ も、1996年 に行 なわれた原州連合考古隊の発掘 によって、寧夏
60)

固原県西郊郷大墾 村の北周建徳 四年(575)田 弘墓 か ら出土 した。一墓か ら5枚 も金

貨が出土 したことは初めてである。

44の1号 金貨 は1.54糎 、2.6瓦 。 田弘棺 の内棺 内左 腰付近 か ら発見 された。報 告で

は2孔 があ る、 とされ るが、図版 では径1.5粍 ほ どの孔が胸像顔面左右 に開け られ て

い るほかに、 その外側に小 さい孔が2孔 あるように見え るが、印刷 の所為 であろうか。

周辺が削 られ、表面、胸像 の顔面が押 しつぶ されてい るが、銘文や裏面、女神像 な ど

は まさ しくレオ1世 金貨 であ る。表面の銘文はDNLEOPE/RPETAV口 で、最後 は

Cか 。裏 面は左がVICTORI、 右がAAVCCCI、 下方にCONO口 である。

45の2号 金貨 は1.67糎 、2.9瓦 。田弘棺 の内棺左肩付近か ら発見 された。三角形 に

3孔 がある。表面 は右肩 に槍 を担 ぎ左肩 を盾 で覆 う甲冑姿の皇帝胸像 である。銘文は

左のDNIVSTIは よめ るが、右側 は銘文 がす っか り削 られ てい る。裏 面 は左半 身の
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女神 立像 で右 手に十字付 きの長い杖 を握 り、左 の羽 を見せ る。銘文 は左がVICTORI、

右 がAAVCCCI、 下はCONOBで あ る。銘文 か らユステ ィヌス1世 金貨 であ るが、

裏面はなお、前代 のアナス タシウス1世 金貨裏面 と同 じ姿 の女神像 である。

46の3号 金貨は1.62糎 、2.6瓦 。 田弘棺 の内棺頭部右側か ら発見 され た。左右 に並

んで2孔 ずつが ある。ユ ステ ィヌス、ユスティニアヌス共同統治時の金貨であ る。表

面は並んで座 る周囲 を玉座の手摺や背 もたれが取囲む。上方が削 られて一部分読み難

いが銘 はDNIVSTINETIVSTINIANVSPPAVC、 玉座下方 にCONOBと 読 むべ き

であろ う。裏面 は正面向 きの女神 の立像 で、右手に杖、左手は十字架飾 の地球 である。

銘文は左がVICTORI、 右 がAAVCCCI、 下方がCONOBで ある。

47の4号 金貨は1.62糎 、3.3瓦 。 田弘棺 の棺蓋上にあった。逆三角形 に3孔 がある。

3号 金貨 と同 じユスティヌス、ユ ステ ィニア ヌス共同統 治時の金貨 で、表面 の図像 は

3号 金 貨 と 同 一 で、銘 文 は 右 下 が 削 ら れ て い る が(DNIVS)TINETIV-

STINANPPAVCと 読め る。裏面 も3号 金貨 と同様で、銘文は左 方 と下方 が同 じ く、

右方 だけAAVCCCSと なる。

48の5号 金貨 は第五天井人骨の頭蓋骨内か ら発見 され た。 口中に入れた ものであろ

う。 これのみ孔 がない。報告に寸法、重量の記載がない。周縁 をか な り削 られ、特に

裏面 では女神 の顔面 が半ば 削 られ、左方 の銘文VICTORIも 無 い。 しか し、表面の

銘文DNIVSTINI/ANVSPPAVIそ れに裏面右 と下のAAVCCCACONOBは 明瞭

で、ユスティニアヌス1世 の金貨 であ る。

・49、寧夏固原県、アナスタシウス1世(491-518在 位)金 貨
61)

1998年 、固原 県の畑か ら発見 され た金貨 で、黄粕磁器 の扁壺残片 が伴 った。径 は

1.76糎 、重 さ3.1瓦 、周縁 は切 り取 られて いるが、図像や銘文 は胸像顔面 を除 いて鮮

明 であ る。表 面 は右 肩 に槍 、左 手 に盾 の武 装胸 像 で、銘 文 はDNANASTA/SIV-

SPPAVCで あ る。裏 面 は左 羽 根 を見せ る女 神 像。銘 文 は 左 がVICTORI、 右 が

AAVCCCI、 下 にCONOBで ある。アナスタシウス1世 金貨 であ る。

・50、陳西定辺県安辺鎮、ゼ ノ(474-475、476-491在 位)金 貨
62)

1998年 に紹介者の李生程 氏が陳西省定辺県安辺鎭の農 民か ら入手 した。径 は1.74糎 、

重 さ3.25瓦 、下方に1孔 と上方 に小鍛が取 り付 けてある。鍛 は李 氏が入手す る以前か

ら付 いていた。 この金貨 も印刷が不鮮 明で検討が困難 であ るが、その後、専論が発表
63)

され、 そ れ に よっ てゼ ノ金 貨 で あ る、 とされ た。 そ の論 考 で は、表 面 の銘 文 を

DNZENO/PERPAVCと 読み、 この金貨 をゼ ノ金貨 とす る。銘文 か ら見てゼ ノの第

二次統治時期 であろ う。 中国境 内で、ゼ ノ金貨の発 見は初めてのこ とである。裏面の

銘文 は左 にVICTORI、 右 にAAVCCC、 下方がCONOBで あ る。

・51、青海鳥蘭県銅 普大南湾祭祀遺趾出土、ユスティニアヌス1世(527-565在 位)金
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貨
64)

2000年 、青海省鳥蘭県銅普大南湾の祭祀遺跡か ら出土 した。他 に灰陶片や牛 ・羊骨

が出土 した ところか ら、祭祀遺跡 とされ る。径1.2糎 、重 さは記載 がない。報告文 の

掲載誌巻頭にカラー図版が あ り、金貨は周縁がかな り削 られ、特に表面の左 の銘文 が

削 り取 られてい る。胸像 は左肩 を盾 で覆 うが、右 手は槍 ではな く十字架 を載せ た地球

を捧 げ る。右 側 の銘文 は/ANVSPPAVθ で あろ う。裏 面 は有翼 の女神 の立像 で、

正面 を向きなが ら右足 を僅か踏み出す特徴 を示す。右手は十字架杖 を、左手に十字架

を載せ た地球 を持つ。銘文 は左側 が削 られて読め ない。右はAAVCCCで 最後 はEで

あろ う。下方の製作地名 も削 られている。 この金貨であるが、右手に槍 ではな く、十

字架 を載せ た地球 を持つ皇帝は何 人かい るが、銘文の右側 にANVSが 来 るのはIV-

STINI/ANVSの みで あって、裏面の女神の姿 と併せ、ユ スティニア ヌス1世 金 貨

と定め るこ とが 出来 た。 〔付記〕

・52、青海都 蘭県香 日徳鎮溝里郷牧草村吐谷渾墓 出土、テオ ドシウスII世(402-450在

位)金 貨

最 も新 しい発見品で、2002年5月 、青海省 シッタム盆地の都 蘭県香 日徳鎮の東3粁 、
65)

溝里郷牧草村 の吐谷渾墓か ら出土 した。径1.45糎 、2.36瓦 、周縁は削 られ、上部 に1

孔がある。表面 は甲冑 をまとい、右肩 に槍 左肩 に盾 を構 え る皇帝の胸像 をあらわす。

銘文 はDNTHEODO/SIVSPFAVCと 読 め る。裏面 は写真 が不鮮 明であるが、中央

は女神 の立像 である。丁度顔面に孔が開け られてい るが、右手 に長い杖 をつ き、左へ

歩み出す姿であろ う。背後の縦長 の曲線は左羽根 であろ う。報道記事 では裏面左側 の

銘文 をVOTXXと 読み、右側 をMVLTXXXと 読んで いる。 テオ ドシウスII世 金 貨

の大部分の裏 面は、右 手に杖、左 手に勝利 の女神 を載せ た地球 を支 える女神 であって、
66)

本金貨の ように、左手に何 も持たず、左羽 を見せ る金貨は少数 である。恐 ら く報道記

事の筆 者は、「14、李希 宗墓1号 テオ ドシウスII世 金貨」の夏鄭 氏によ る裏面銘 文 を
32)

丸 写 し した もの で あ ろ う。 しか し、筆 者 に は裏 面 の銘 文 は、 左 がVICTORI、 右 が

AAVCCCIと 読 め る。 下 方 はCONOBで よ い。 この よ うな テオ ドシ ウスII世 金 貨 も、

あ って いい の で はなか ろ うか。

五、むすび

1、 独孤信 とその後喬 たち

は じめに述べ たように、本稿作成 の きっかけは2002年 夏、陳西歴史博物館で実見 した

独孤信石炭製 多面体 印である。関 中ではな く秦嶺 山脈 を南に越えた旬陽県の、 しか も明

代建物跡か らの 出土 であって、問題 が残 る。 しか し、本稿 では真贋は さておき、前稿 に
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続 いて再 び独孤信 の一族 を取 り上 げ る導入 とした。 これ まで独孤信の一族 であって、墓

誌等が発見 され、 それに よって 『周書』、 『北 史』、『階書』の記載が裏付 け られ、或 いは

新 たに史書 の欠 を補 うこ とが出来 たものは、かな りの数 に上 る。 ここに、筆者の前稿以

降公表 された新 たな出土資料 を集めて、独孤信 の後喬た ちの事　 を検討 した。

独孤信 の息子 たちの うち、次(又 は三)男 独孤蔵の墓 の発掘報告書が刊行 され、独孤

氏一族の うちで唯一、未盗掘の墓 の構 造や副葬品の出土状 況が明 らかにされた。 これ ま

で墓誌のみが知 られていた、独孤信 をは じめ とす る一一族の、墓の様相 を推察す るこ とが

可能 となった。報告書の図面 を転載 したのはそのためである。 また、嫡男の善 の曾孫娘、

独孤夫 人の墓誌考証に よって、善 の一族の新 たな家系が明 らか となった。

今回、独孤羅夫 人賀若氏の墓の発見 は最 も興味深い。先にその生涯 を考証 して きた独

孤羅の夫 人の ことが明 らか となった以上に、金銀珠玉 を散 りばめ た豪華 な装身具 の出土

は、唐代 高級貴族女性の服飾研究に大 き く資す るものである。簡報の形でな く、墓誌 も

含め た詳細 な発掘報告書の刊行 を期待 したい。 まだ墓 誌の詳細が明 らかではないが、 こ

れ まで不明であった、羅の嫡 男纂 と次男武都 を生 んだ正夫人 として、賀若氏を当ててお

きたい。

2、 近年新 出土のビザ ンチン金貨

独孤信の石炭製 多面体 印をきっかけに本稿 を草 した もう一つ の狙いは、言 うまで もな

く、賀若 氏墓か ら出土 した ビザ ンチン金貨 を巡 る問題 である。 かねてか ら温めていたシ

ル クロー ドへの関心 を、 この機会 に一部吐露 したのが、本稿の もう一主題の ビザンチ ン

金貨の集成 である。近年、次々 と行 なわれ た唐代 を主題 とした展覧会において、幾つか

の ビザ ンチン金貨の実物 を見 る機会 があった。 また、様 々な文 献や資料の公表 もあって、

これ まで不 十分 な印刷 で しか検討 の出来なか った金貨 を、やや詳 し く検討す るこ とが出

来たのは幸いである。 それ らの論考や報告 に当た られ た先 人たちに、深甚の敬意 を表 し

たい。 それ ら先人のお陰で、 ここに50枚 を越 える多量の 中国出土 ビザンチン金貨表 を作

成す ることが出来 た。 とはいえ、研究 は厳密 でなければならぬ。敢 えて非礼 とは承知 し

なが ら、 自らの見解に よって、本稿 を草 した部分 については、筆者 自らが責任 を負 うも

のである。 ビザ ンチン金貨 をめ ぐる様々 な問題 につ いては、言及すべ き課題が 多 くある。

本稿 はと りあえず、集成 まで として、 それ らの問題については別稿 に譲 るこ ととしたこ

とを御詫び し、本稿 を閉 じることとしたい。改めて、先学諸氏の ご叱正 を願 うものであ

る。

本稿の作成 にあた り、本学の畏友辻成 史氏には貴重 なビザ ンチ ン金貨 カタログ類 を貸

与賜 り、激励頂 いた。そのお陰に よって、 ようや くビザ ンチ ン金貨の同定に取 り組む ご
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とが 出来た ことを御礼 申 し上 げ るものである。 また、京大 人文科 学研究所 の岡村秀典氏

に も貴重 な文献資料 の閲読 に ご便宜 を頂 いた。 『河北省 出土文物選集』は鄭紹宗氏か ら

寄贈頂 いた。 『中国銭幣』誌の閲覧 を御 許 し頂 いた黒川古文化研究所 の皆様 と併せ 、厚

く御礼 申 し述べ る ものである。掲載 した付 図や付表の作成には、本学大学院生赤松和佳

さん、大学院研究生の橋本明子 さんの助力 を得 たことも記 してお きたい。

(03.01.21稿)

参 考 図 書一 先 学 の研 究論 考 の ほ か、 金 貨 の 同 定 には 下記 の 参 考 図 書 に負 う。

Whitting,P.D.,ByzantineCoins,London,1973.

Grierson,P.,Mays,M.,CATALOGUEofLATEROMANCOINSintheDumbartonOaks

CollectionandintheWhittemoreCollection,DumbartonOaksResearchLibraryand

Collection,Washington,D.C.

Wroth,W.,CatalogueoftheIMPERIALBYZANTINECOINSintheBritishMuseum,

Volume1.London,1908.

注釈

1)秋 山進午 「独孤信墓誌 と独 孤 開遠墓 誌」 『論 苑 考 古学 坪井清 足氏古希 記念論集』天

山舎、1993年 、817-840頁 。

2)岡 崎敬 「階趙国公独 孤羅 の墓 誌銘 の考証一 陳西省威陽 ・底張湾 の北周 ・階唐墓」 『史淵』

第八 十三 輯、1960年 、(岡 崎敬 『中国の考古学 階唐篇』同朋舎、1987年 所収 、73-100

頁。)。

3)旬 陽県博物館 「旬陽出土的独孤信 多面体煤精組印」 『文博』1985年 第2期 、95-96頁 。

4)『 周書』巻十六、独孤信伝。

『北史』巻六十一、独孤信伝。

5)北 朝 史 とその 中におけ る武 川鎮 軍閥集 団につ いては次の研 究書 を参考 とした。

宮崎 市定 『階 の蝪帝』(『中国人物叢書』4)人 物往来社 、1965年 。

谷川道雄 『階唐帝国形成史論』筑摩 書房、1971年 。

内田吟風 『北 アジア史研 究 幻奴編』(『東洋 史研究叢刊』28-1)同 朋舎、1975年 。

6)史 樹青 「新彊文物調査 随筆 」 『文物』1960年 第6期 、22-31頁 。印のカ ラー写真 は 『シル ク

ロー ドー 絹 と黄金 の道展』図録、135図 、東 京国立博物館 ・NHK、2002年 。

7)祁 守華 「我国 出土 的煤精 制 品述略」 『文博』1986年 第6期 、68-72頁 。 なお、『文博』1988

年第6期 、37頁 に張浦 「陳西旬陽出土漢代煤精獅」 の追加が ある。

8)近 年刊行 された甘粛省文物考古研究所 『敦 燈邨家湾 西晋十六国墓葬発掘報告』文物出

版社 、1994年 や青海省文物考古研究所 『上孫家塞漢晋墓』文物 出版社 、1993年 、 に も石炭

製品が あるが、いずれ も小型 の装飾品 などであ る。

9)夏 鄭 「威 陽底 張 湾 階墓 出土 的東 羅 馬金幣」 『考 古学 報』1959年 第3期 、67-74頁 。(夏 郵

『考古学論文 集』科学 出版社、1961年 所収、135-142頁 。)

10)陳 志強 「威陽底 張湾 階墓 出土拝 占廷金幣的両個 問題」 『考古』1996年 第6期 、78-81頁 。

11)貝 安 志 「陳西長安 県南里王村与威 陽飛機 場 出土大 量階唐珍奇文物」 『考古与文物』1993年

第6期 、45-52頁 。 なお、賀若 氏の 「名 は厭」 と報告 され るが、夫人墓 誌に名が記 され る

例 は数少 ない。墓 誌全文 が明 らか になるまでは保 留 し、賀若 氏 と記述す る。

12)陳 西歴史博物館 『唐墓 壁画真 品選粋』陳西人民美術 出版社 、1991年 、 に も位置のみ しか記
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されていない。

13)『 大唐王朝 の華0都 ・長安 の女性 たち展』 図録、兵庫県立歴 史博物館、1996年 、 ビザ ン

チン金貨は1-6図 、装身具 は68・72・81・85図 。 なお、その うち、耳飾 と櫛の カラー写

真が 『考古 与文物』1998年 第5期 、表紙裏 に発表 され ているが、 その解 説には櫛の歯が象
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